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美
し
き
か
な
、伝
統
の
祭
り

８
月
15
日
、
16
日

第
32
回
筑
前
中
間
川
ま
つ
り

市
役
所
前
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
た
、
第
32
回
筑
前
中
間
川
ま
つ
り
。

15
日
は
灯
籠
流
し
が
、
16
日
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
間
市
の
三
大
祭
り
の
一
つ
で
あ
り
、
夏
の
恒
例
行
事
で
あ
る
筑
前
中
間
川
ま
つ
り
に
、

今
年
も
市
内
外
を
問
わ
ず
大
勢
の
人
が
中
間
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
ふ
る
さ
と
遠
賀
川
を
大
切
に
す
る
心
を
忘
れ
ず
、
伝
統
の
祭
り
を
継
承
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

川まつりを継承していくためには、みなさんの協力が必要

　
筑
前
中
間
川
ま
つ
り
は
、

ふ
る
さ
と
遠
賀
川
を
き
れ
い

に
し
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝

統
行
事
を
継
承
し
て
い
く
た

め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

ご
先
祖
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず

に
懐
か
し
い
人
々
を
偲
ん
で

行
う
灯
籠
流
し
、
亡
く
な
っ

た
人
を
供
養
す
る
盆
踊
り
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

追
悼
花
火
を
打
ち
上
げ
始
め

た
こ
と
か
ら
現
在
の
花
火
大

会
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
は
、
灯
籠
流
し

と
花
火
大
会
を
分
け
て
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
お
越

し
に
な
る
み
な
さ
ん
の
混
雑

を
回
避
し
、
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
が
最
優
先
と
実
行
委

員
会
で
判
断
し
た
た
め
で
す
。

　
お
越
し
に
な
る
み
な
さ
ん

が
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
お
願
い
し
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
会

場
や
駐
車
場
内
で
の
火
気
使

用
の
禁
止
」「
ご
み
の
適
正
処

理
」
な
ど
、
最
低
限
の
マ
ナ

ー
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
花
火
大
会
の
翌

日
に
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
市
内
の
清
掃
活
動

●　林 聖邦さん（筑前中間祭り実行委員会委員長）
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１．雨天にもかかわらず、灯籠流しのため多くの人が会場を訪れました。
２．灯籠を流し、懐かしい人々を偲ぶ。
３．世界遺産推進室が会場で遠賀川水源地ポンプ室をＰＲ。
４．「見上げるような近いところから花火を見るのは初めてで楽しみ」と話す勝
原杏咲さん（左）と彩心さん（右）姉妹。
５．浴衣姿がとても似合っていたみなさん。
６．日が落ちるにつれて多くの人で埋め尽くされた河川敷。

【ステージイベント】
７．「なかま元気スポーツクラブ」の子どもたちによるダンスパフォーマンス。
８．仮面ライダーウィザードと笑顔で記念撮影。
９．SOULMATICS によるゴスペルライブ。

１２３
４

８

７ ６ ５

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
み

の
散
乱
が
特
に
目
立
ち
ま
す
。

地
域
に
住
む
み
な
さ
ん
に
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
お
越
し
に
な
る

み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

　
こ
の
祭
り
の
趣
旨
は
、
ご

先
祖
の
供
養
で
す
。
今
年
の

盆
踊
り
大
会
は
雨
天
に
よ
り

中
止
し
ま
し
た
が
、
来
年
は

多
く
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
歴
史
あ
る
祭
り
を
こ
れ
か

ら
も
み
な
さ
ん
と
と
も
に
継

承
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

打ち上げ花火には、ゆっくり打ち上げる「単発」、連続し
て打ち上げる「連発」、同時に打ち上げる「同発」があり、
私たちは見ている人に喜んでもらえるようにこの３つの
打ち上げ方法で構成を考えています。筑前中間川まつり
では、「同発」を多用していますが、これは打ち上げ箇所
を複数確保しなければできないものです。私たちは、関
門海峡花火大会やハウステンボスなど多くの花火の打ち
上げに携わっていますが、川まつりのように川沿いで陸
上から 100 ｍほどの打ち上げ箇所を確保できるのは、ま
れな方だと思います。川まつりの花火大会の特徴は、100
ｍの幅を生かしたワイド感と、遠賀川に映る花火の様子
を同時に楽しめることではないでしょうか。川まつりの最

後は「冠
かむろ

」という直径は 100 ｍ～ 120 ｍほどになる
花火で締めていますが、打ち上げ後に会場から起こ
る大きな拍手は、どんな喜びにも代えられません。

花火を楽しむためには、その祭りでのルールを
守って見てほしいですね。

筑前中間祭り実行委員会のみなさん

相田 英寿 さん

（株式会社ワキノアートファクトリー）

遠賀川と花火の融合を楽しんでほしい

3 Nakama City Public Relations
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中間市からのお知らせ ity newsC
　

昨
年
９
月
２
日
、
松
下
俊
男

市
長
は
福
岡
県
を
訪
れ
、
中
鶴

地
区
全
体
の
良
好
な
住
環
境
整

備
の
た
め
に
県
営
住
宅
中
鶴
団

地
の
建
て
替
え
を
推
進
し
て
い

た
だ
く
よ
う
福
岡
県
知
事
に
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
元
の
中
鶴
二
丁

目
自
治
会
で
は
県
営
住
宅
中
鶴

団
地
建
替
委
員
会
を
発
足
し
、

建
て
替
え
に
関
す
る
協
議
を
重

ね
て
き
た
結
果
、
居
住
す
る
み
な

さ
ん
の
総
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
19
日
、
中
鶴
団
地
建
替

委
員
会
の
香
月
国
光
委
員
長
は

松
下
市
長
と
と
も
に
福
岡
県
庁

を
訪
れ
、
中
鶴
団
地
の
建
て
替

え
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
よ
う

福
岡
県
知
事
に
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

県営住宅中鶴団地の建て替えに関する要望書を提出
●問合先　都市整備課　☎（２４６）６２６０

　

第
２
回
遠
賀
川
と
中
間
の

　

歴
史
を
学
ぶ
講
座　

　

数す

き

や

寄
屋
匠
と
し
て
活
躍
し
た

遠
賀
郡
中
間
村
生
ま
れ
の
仰お

う

ぎ木

魯ろ

ど

う堂
の
手
が
け
た
住
宅
や
茶
室

な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ　
「
仰
木
魯
堂
～

中
間
の
生
ん
だ
数
寄
屋
建
築

家
～
」

●
日

時　

９
月
27
日
土
・

午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

●
講

師　
岡
山
理
香
さ
ん

　
（
東
京
都
市
大
学
准
教
授
）

●
定

員　
50
人（
先
着
順
）

●
申
込
締
切　
９
月
26
日
金

　

昔
の
道
具
を
使
っ
て
み
よ
う

　
（
籾も

み

す摺
り
編
）

　
昔
の
道
具
を
使
っ
て
、
米
が
収

穫
さ
れ
て
食
卓
に
並
ぶ
ま
で
の
過

程
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
参
加
者
に

は
、
脱
穀
し
た
玄
米
を
１
人
２
合

程
度
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
日

時　

10
月
４
日
土
・

午
前
10
時
～
正
午

●
場

所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

●
定

員　
20
人（
先
着
順
）

●
申
込
締
切　
10
月
３
日
金

　

い
ず
れ
も

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
先　
生
涯
学
習
課

中間市の歴史に触れるイベントに参加しませんか
●問合先　生涯学習課　☎（２４６）６２２４

「介護の日」おじいちゃん、おばあちゃんの作品を大募集
●問合先　介護保険課　☎（２４６）６２４３

　

11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」

で
す
。
こ
れ
は
、
介
護
に
つ
い

て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
介

護
従
事
者
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
・
そ
の
家
族
を
支
え
あ
い
、

交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
日

で
、「
い
い
日
、
い
い
日
、
毎
日
、

あ
っ
た
か
介
護
あ
り
が
と
う
」

の
「
い
い
日
、
い
い
日
」
に
か

け
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
こ
の
「
介
護
の
日
」

に
ち
な
み
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
作
品
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
趣
味
で
製
作

さ
れ
て
い
る
作
品
や
、
福
祉
・

医
療
施
設
な
ど
で
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
リ
ハ
ビ
リ
の
一
環
で

作
成
し
て

い
る
作
品

を
大
募

集
。「
い

い
日
、
い

い
日
」
で

頑
張
っ
て

い
る
高
齢

者
の
み
な

さ
ん
の
自

慢
の
作
品

を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
作
品
展
日　
11
月
４
日
火
～

21
日
金（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
は
休
み
）

●
展
示
場
所　
市
役
所
本
館
１

階
ロ
ビ
ー　

●
応
募
資
格　
次
の
す
べ
て
に

当
て
は
ま
る
こ
と
が
条
件
で
す

○
市
内
に
在
住
ま
た
は
市
内
の

福
祉
・
医
療
施
設
に
入
所
通

所
し
て
い
る
高
齢
者（
個
人

で
も
事
業
所
単
位
で
も
可
）

○
決
め
ら
れ
た
日
時
に
作
品
の

搬
入
搬
出
が
で
き
る
人

●
応
募
作
品　
高
齢
者
の
作
品

で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
展
示
ス
ペ
ー
ス

の
関
係
上
、
一
人
２
点
ま
で
。

共
同
作
品
は
、
１
施
設
１
点

ま
で
と
し
ま
す

※
高
価
な
も
の
や
貴
重
品
、
壊

れ
や
す
い
も
の
は
対
象
外
で
す
。

大
型
の
も
の
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

●
募
集
期
間　
10
月
１
日
水
～

15
日
水

●
応
募
方
法　
介
護
保
険
課
ま

た
は
市
内
公
共
施
設
に
備
え

付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
介
護
保

険
課
の
窓
口
に
直
接
提
出
す

る
か
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

※
応
募
用
紙
は
中
間
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

応
募
者
多
数
の
場
合
、
先
着
順

で
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
作
品
は
後
日
受
け
付
け

ま
す
。

●
応
募
先　
介
護
保
険
課

　
（
〒
809
‐
８
５
０
１
中
間
一

丁
目
１
‐
１
）

　
ＦＡＸ（
２
４
４
）０
５
７
９

左から松下俊男市長、松尾美埜子事務局次長、香月國光委員長、
松本悟建築都市部長、貞末利光福岡県議会議員
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中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ http://www.city.nakama.lg.jp
Nakama

Infomation

地域包括ケアは多職種連携で「訪問歯科診療」
●問合先　地域包括支援センター　☎（２４５）７７１６

　

前
回
の
「
在
宅
医
療
」
に
続

い
て
、
今
回
は
「
訪
問
歯
科
診

療
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

訪
問
歯
科
診
療
と
は
脳
血
管

障
が
い
や
認
知
症
な
ど
で
歩
行

困
難
な
人
に
対
し
、
自
宅
や
施

設
に
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士

が
伺
い
、
歯
科
治
療
や
口
腔
ケ

ア
を
行
う
も
の
で
す
。
介
護
が

必
要
な
高
齢
者
な
ど
は
、「
痛
み

や
腫
れ
」「
入
れ
歯
な
ど
の
不
具

合
」「
し
み
る
」
な
ど
の
症
状
を

訴
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
歯
科

受
診
に
結
び
つ
か
ず
、
誤ご

え
ん嚥
性

肺
炎
な
ど
重
症
化
し
て
か
ら
発

見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自

分
で
訴
え
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
何
か
が
起
こ
る
前
に
周

囲
が
気
付
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

遠
賀
郡
中
間
地
域
多
職
種
連

携
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
日
高
敏
明

歯
科
医
師（
ひ
だ
か
歯
科
医
院
）

は
、「
18
年
近
く
訪
問
歯
科
診
療

を
行
っ
て

い
ま
す

が
、
ま
だ

知
ら
れ
て

い
な
い
の

が
現
実

で
す
。
患
者
の
全
身
状
態
に
も

よ
り
ま
す
が
、
虫
歯
や
歯
周
病

の
治
療
、
入
れ
歯
の
作
成
・
修

理
・
調
整
、
口
腔
ケ
ア
で
の
誤
嚥

性
肺
炎
の
予
防
、
摂
食
嚥え

ん
げ下
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
が
で
き
ま
す
。
寝
た

き
り
に
な
る
と
口
腔
内
が
不
衛

生
と
な
り
、
ま
た
、
口
の
機
能
が

低
下
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
肺

炎
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
肺
炎
は
死
因
の
第
三
位

で
あ
り
、
高
齢
者
の
肺
炎
の
ほ
と

ん
ど
が
誤
嚥
性
肺
炎
で
す
。
そ

れ
ら
を
予
防
す
る
た
め
に
も
現

在
の
口
腔
機
能
の
評
価
を
的
確

に
行
い
、
患
者
一
人
ひ
と
り
に
合

っ
た
口
腔
ケ
ア
、
口
腔
リ
ハ
ビ
リ

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
飲
み
込
み
が
困
難
に

な
っ
て
き
た
人
へ
も
鼻
か
ら
内

視
鏡
を
入
れ
て
嚥
下
の
状
態
を

直
接
確
認
す
る
検
査
も
可
能
で

す
。
末
期
が
ん
な
ど
で
在
宅
療

養
中
の
人
な
ど
は
全
身
状
態
が

悪
い
た
め
、
口
臭
が
強
い
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
口
腔
乾
燥
予

防
の
口
腔
ケ
ア
や
保
湿
を
す
る

だ
け
で
も
臭
い
が
減
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

主
治
医
か
ら
の
全
身
状
態
の

情
報
、
薬
剤
師
か
ら
の
服
薬
の

ア
ド
バ
イ
ス
、
訪
問
看
護
師
や

ヘ
ル
パ
ー
か
ら
の
普
段
の
生
活

リ
ズ
ム
や
毎
日
の
状
態
な
ど
の

情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
多
職
種
連
携
は

重
要
で
す
し
、
地
域
で
支
え
る

と
い
う
意
識
を
持
つ
べ
き
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
訪
問
歯
科
を

受
け
る
場
合
、
か
か
か
り
つ
け

医
ま
た
は
遠
賀
中
間
歯
科
医
師

会
に
相
談
く
だ
さ
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
中
間
市
の
建
設
業
指
名
登
録
業
者

　
格
付
・
指
名
要
綱
等
情
報
を
公
開

●
閲
覧
期
間　
10
月
１
日
か
ら

１
年
間

●
閲
覧
内
容　
指
名
登
録
業
者

格
付
名
簿
、
格
付
要
綱
お
よ

び
指
名
要
綱
な
ど
に
関
す
る

情
報

　

中
間
市
の
公
共
工
事
の

　

情
報
が
閲
覧
で
き
ま
す

　

中
間
市
の
公
共
工
事
の
発
注

見
通
し
や
入
札
、
契
約
に
関
す

る
情
報
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間

○
発
注
見
通
し
情
報
…
平
成
26

年
度
末
ま
で

○
入
札
情
報
…
入
札
終
了
日
か

ら
１
年
間

○
契
約
情
報
…
契
約
締
結
か
ら

１
年
間

※
工
事
発
注
見
通
し
情
報
は
、

10
月
１
日
以
降
の
新
規
計
画
と

変
更
分
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
内
容　
発
注
予
定
工
事

名
、
時
期
な
ど
や
発
注
済
み

工
事
の
入
札
金
額
、
落
札
金

額
、契
約
の
相
手
方
な
ど
「
入

札
契
約
適
正
化
法
お
よ
び
同

法
施
行
令
」
に
定
め
る
内
容

※
発
注
見
通
し
と
入
札
結
果
は
、

中
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
契
約

課
）で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
も

●
閲
覧
場
所　
契
約
課

建設業指名登録業者の格付・指名要綱などの情報を公開
●問合先　契約課　☎（２４６）６２５５

■
テ
ー
マ　
「
障
が
い
者
移
動

支
援
事
業（
車
両
移
送
型
・

グ
ル
ー
プ
移
動
支
援
）」

　

中
間
市
で
は
、
屋
外
で
の
移

動
が
困
難
な
障
が
い
者
な
ど
が

外
出
す
る
際
に
、
車
両
に
よ
る

移
送
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
障

が
い
者
な
ど
の
地
域
で
の
自
立

生
活
や
社
会
参
加
を
促
進
す
る

た
め
移
動
支
援
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

利
用
範
囲
は
、「
公
共
機
関
」

「
医
療
機
関
」「
金
融
機
関
」「
市

町
村
や
障
が
い
者
団
体
が
主
催

す
る
研
修
会
へ
の
参
加
」
な
ど

の
た
め
の
移
動
で
、
片
道
30
分

程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
費
用

負
担
は
な
く
、
月
３
回
ま
で
利

用
が
で
き
ま
す
。

●
移
動
支
援
を
利
用
で
き
る
人

　

次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る

こ
と
が
条
件
で
す

○
「
視
覚
障
が
い
」「
下
肢
障

が
い
」「
上
肢
・
下
肢
の
重

複
障
が
い
」「
体
幹
機
能
障

が
い
ま
た
は
運
動
機
能
障
が

い
」
に
よ
り
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
か
２
級
の
人

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
ま
た
は
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
人

※
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前

に
申
請
し
利
用
決
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

なかまで暮らそう～ノーマライゼーション～
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

※ノーマライゼーションとは、「障がい者も健常者もすべての人が一緒に暮
らせる社会が当たり前だ」という考え方のことです。
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おすすめ 料理レシピ

中間市食生活改善推進会（緑の会）による、身体に優しいレシピを大公開。

あなたも作ってみませんか

健康ファミリー

保健センター
☎（２４６）１６１１
ＦＡＸ（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

あなたの健康づくりのために

Health Care
９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間

　
食
生
活
改
善
へ
の
注
意
や
運
動

に
休
養
、
そ
し
て
健（
検
）診
受
診

な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

受
講
生
募
集

●
テ
ー
マ　
食
事
で
防
ぐ
慢
性

腎
臓
病

●
日

時　
10
月
２
日
木
・
午

前
９
時
30
分
～
午
後
１
時（
受

付
は
９
時
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

容　
栄
養
士
の
講
話
と

調
理
実
習

●
参
加
料　
400
円

●
持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、

健
康
手
帳
、エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

食
品
成
分
表（
あ
れ
ば
）、
電
卓

●
申
込
方
法　
９
月
25
日
木
ま
で

に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
電
話
以
外
で
申
し
込
む
際
は
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
、
希
望
の
講
座
名
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
締
切
日
以
降
に
受
講
を
取

り
消
す
場
合
や
当
日
欠
席
の
場
合

で
も
、
参
加
料
を
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

風
し
ん
抗
体
検
査
が

無
料
で
受
診
で
き
ま
す

　

妊
婦
、
特
に
妊
娠
初
期
の
女
性

が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
生
ま
れ

て
く
る
あ
か
ち
ゃ
ん
が
、
目
、
耳
、

心
臓
な
ど
に
病
気
を
持
つ
「
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
」
と
い
う
病
気

に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
風

し
ん
の
予
防
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
、
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫

を
獲
得
す
る
こ
と
が
有
効
で
す

（
妊
娠
中
は
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

風
し
ん
に
対
す
る
十
分
な
免
疫

が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
風
し
ん
抗

体
検
査
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
福
岡
県
の
各
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
や
県
内
の
契
約
医
療
機

関
で
は
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
促
進
の
た
め
に
、
風
し
ん
抗
体

検
査
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　

福
岡
県
内（
福
岡

市
、
北
九
州
市
、
久
留
米
市
、

大
牟
田
市
を
除
く
）に
住
民
票
が

あ
る
原
則
20
歳
以
上
の
人
で
…

○
妊
娠
を
希
望
す
る
人

○
妊
婦
の
配
偶
者（
パ
ー
ト
ナ
ー

を
含
む
）

※
妊
婦
が
、
抗
体
検
査
で
抗
体
価

が
低
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

場
合
や
抗
体
検
査
未
実
施
の
場
合

に
限
り
ま
す
。

※
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
人
、
風
し
ん
の

予
防
接
種
歴
が
明
ら
か
で
あ
る

人
、
検
査
で
確
定
診
断
を
受
け
た

風
し
ん
の
既
往
歴
が
あ
る
人
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
市
内
の
実
施
医
療
機
関

○
岩
尾
内
科
医
院

　
☎（
２
４
５
）０
０
３
５

○
遠
藤
医
院

　
☎（
２
４
５
）０
５
６
３

○
久
原
内
科
医
院

　
☎（
２
４
６
）２
８
５
０

○
桑
原
産
婦
人
科
医
院

　
☎（
２
４
５
）０
０
５
２

○
冨
岡
医
院

　
☎（
２
４
５
）０
３
１
８

○
豊
川
内
科
・
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎（
２
４
５
）８
１
０
０

○
む
た
医
院

　
☎（
２
４
４
）３
１
３
１

○
山
下
医
院

　
☎（
２
４
５
）０
７
０
７

○
吉
野
内
科
・
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎（
２
４
６
）０
０
９
９

※
市
外
の
実
施
医
療
機
関
な
ど
詳

し
く
は
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

エネルギー：42㎉
食塩：0.9ｇ

①�なすはヘタを取り、10 分間水にさら
す。かいわれ大根は根元を取る。た
れは合わせておく。
②�鍋に湯を沸かし、なすを５分間茹
で、水気を切って縦半分に切り、
斜め切りにする
③�なすとかいわれ大根とトマトを器に
盛り、たれをかける

なすのさっぱり和風サラダ

なす…280ｇ、かいわれ
大根…１パック、トマト
…適量、たれ（しょうゆ
…大さじ１と１／３、酢…
大さじ１と１／３、しょう
が汁…小さじ２、ごま油
…小さじ２、砂糖…小さじ２）

材料（４人分） 作り方
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やっちゃれ
環境

環境保全課☎（２４６）６２６５

消費生活センター☎（２４６）５１１０

今月のテーマ

ら し の

ミ カ タ ♪

く
知っ得！

外国通貨両替勧誘に
ご注意

平成26年度のもえるごみの搬入量は、対25年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

26 年度 25 年度 差
（26 年度－ 25 年度） 減量率

７月 990,410㎏ 1,002,650㎏ △ 12,240㎏ 1.2％

累計 3,956,880㎏ 4,034,980㎏ △ 78,100㎏ 2.0％

川
を
き
れ
い
に

「
水
エ
コ
」
に
取
り
組
も
う

■
河
川
の
汚
濁
指
標

　
「
Ｂ
Ｏ
Ｄ
」
で
見
る
遠
賀
川

　

中
間
市
内
に
は
一
級
河
川
の
遠

賀
川
を
始
め
、
曲
川
や
堀
川
と
い

っ
た
河
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
遠
賀

川
に
は
、
環
境
省
が
定
め
た
環
境

基
準（
人
の
健
康
を
保
護
し
、
生
活

環
境
を
保
全
す
る
う
え
で
維
持
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準
）の
う

ち
Ｂ
類
型
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
「
Ｂ
Ｏ
Ｄ
」
は
河
川
水
質

の
汚
濁
の
程
度
を
示
す
指
標
と
し

て
採
用
さ
れ
て
い
て
、
数
値
が
低
い

ほ
ど
水
質
が
良
い
と
さ
れ
ま
す
。

　

遠
賀
川
に
適
用
さ
れ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ

の
環
境
基
準
は
３
㎎
／
ℓ
で
す

が
、
中
間
市
か
ら
最
も
近
い
計
測

地
点
で
あ
る
水
巻
町
伊
左
座
で
の

Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
、
10
数
年
に
わ
た
り
環

境
基
準
の
達
成
・
非
達
成
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す（
左
図
参
照
）。

■
汚
れ
の
原
因
ク
イ
ズ
！

　

何
気
な
く
流
し
て
い
る
も
の
が

川
を
汚
し
て
い
ま
す
。
も
し
次
の

も
の
を
直
接
川
へ
流
し
た
と
き
、

魚
が
住
め
る
水
質（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
５

㎎
／
ℓ
以
下
）に
な
る
た
め
に
は
、

お
風
呂
の
水（
300
ℓ
）何
杯
で
う
す

め
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
？

Q1 

み
そ
汁
１
杯（
180
㎖
）

Q2 

牛
乳
コ
ッ
プ
１
杯（
200
㎖
）

Q3 

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
大
さ
じ
１
杯（
15
㎖
）

Q4 

天
ぷ
ら
油
20
㎖

■
「
水
エ
コ
」
で
川
を
き
れ
い
に

　

川
の
汚
れ
の
大
き
な
原
因
は
、

工
場
や
事
業
場
排
水
で
は
な
く
身

近
な
生
活
排
水
で
す
。
事
実
、
遠

賀
川
の
汚
れ
の
原
因
は
、
お
よ
そ

７
割
を
未
処
理
の
生
活
排
水
が
占

め
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
の
中
で
取

り
組
む
「
水
エ
コ
」
で
、
き
れ
い

な
川
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

○
食
器
を
洗
う
前
は
汚
れ
を
ふ
き

と
っ
て
か
ら

○
野
菜
の
く
ず
な
ど
細
か
い
ゴ
ミ

は
三
角
コ
ー
ナ
ー
で
キ
ャ
ッ
チ

○
油
は
必
ず
ふ
き
取
る
か
固
め
て

処
分（
廃
食
用
油
の
回
収
も
行

っ
て
い
ま
す
）

○
洗
濯
洗
剤
は
適
量
を
守
っ
て

■
汚
れ
の
原
因
ク
イ
ズ
の
正
解

Q1 

4.7
杯　
Q2 

11
杯　
Q3 

13
杯

Q4 

20
杯

（
参
照
元
：
環
境
省
「
生
活
排
水

読
本
」）

■
相
談
事
例　

　

Ａ
社
の
Ｂ
と
い
う
男
性
か
ら

突
然
電
話
が
あ
り
、「
外
国
通

貨
を
取
り
扱
う
会
社
か
ら
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
ら
連
絡
を

く
だ
さ
い
。
１
、０
０
０
シ
リ
ア

ポ
ン
ド
紙
幣
１
枚
を
15
万
円
で

両
替
え
し
ま
す
。
シ
リ
ア
通
貨

は
将
来
値
上
が
り
確
実
な
の
で
、

購
入
し
て
く
れ
れ
ば
当
社
が
１

枚
32
万
円
で
買
い
取
る
」
と
勧

誘
を
受
け
た
。
Ａ
社
に
は
シ
リ

ア
ポ
ン
ド
を
手
に
入
れ
る
手
段

が
な
い
と
い
う
説
明
だ
っ
た
。

　
Ｂ
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、「
私

も
シ
リ
ア
通
貨
が
欲
し
い
、
代

わ
り
に
30
枚
450
万
円
分
を
買
っ

て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
依
頼
さ

れ
た
。
450
万
円
は
立
て
替
え
ら

れ
な
い
と
告
げ
る
と
、「
450
万

円
の
う
ち
の
230
万
円
は
自
分
が

直
接
業
者
に
支
払
う
。
残
り
の

220
万
円
を
立
て
替
え
て
ほ
し
い
」

と
頼
ま
れ
た
の
で
、
レ
タ
ー
パ

ッ
ク
で
220
万
円
送
金
し
た
。

　

後
日
、
Ｂ
の
上
司
か
ら
電
話

が
あ
り
、「
名
義
貸
し
は
法
律

違
反
で
、
警
察
に
訴
え
ら
れ
ま

す
よ
」
と
脅
さ
れ
た
。
回
避
す

る
た
め
に
は
Ｂ
に
230
万
円
を
返

還
し
、
450
万
円
分
の
シ
リ
ア
ポ

ン
ド
を
両
替
え
す
る
必
要
が
あ

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
す
ぐ
に

Ａ
社
の
Ｂ
に
電
話
を
し
た
が
、

連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

国
内
の
主
要
な
金
融
機
関
で

は
シ
リ
ア
通
貨
の
両
替
え
サ
ー

ビ
ス
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
１
、０
０
０
シ
リ
ア
ポ

ン
ド
の
為
替
レ
ー
ト
は
約
700
円

の
よ
う
で
す
。

　
「
必
ず
値
が
上
が
る
」
な
ど
、

将
来
、
消
費
者
が
受
け
取
る
金

額
に
つ
い
て
約
束
を
す
る
よ
う

な
投
資
の
勧
誘
に
は
応
じ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

2.1

…環境基準（３㎎／ℓ）4.8

2.6
2.9

2.4
1.7

3.3 3.2

年
３
成
平

年
６
成
平

年
９
成
平

年
　成
平

12
年
　成
平

15
年
　成
平

18
年
　成
平

21
年
　成
平

24

（データ出典：国土交通省）

遠賀川の水質汚濁指標（ＢＯＤ）の推移
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よくわかる
医療講座

83
No

今月のテーマ

中間市立病院医師が、健康の
ためになる話をお届けします。

中間市立病院☎（２４５）０９８１

　

日
本
人
の
約
70
～
80
％
は
腰
痛

を
経
験
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
平

成
24
年
に
は
、
日
本
整
形
外
科
学

会
と
日
本
腰
痛
学
会
の
監
修
に
よ

り
腰
痛
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
打

ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
数

回
に
わ
た
り
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、
腰
痛
治
療
の
最
前
線

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

腰
痛
の
定
義

　

腰
痛
の
定
義
で
、
確
立
し
た
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
腰
痛
の
部
位

は
、
一
般
的
に
は
、
触
知
可
能
な
最

下
端
の
肋
骨
と
殿で

ん
こ
う溝（
お
し
り
と
下

脚
の
境
目
の
部
分
）の
間
の
領
域
に

位
置
す
る
疼
痛
と
定
義
さ
れ
ま
す
。

腰
痛
の
期
間
で
は
、
急
性
腰
痛（
４

週
未
満
）、
亜
急
性
腰
痛（
４
週
以

上
３
か
月
未
満
）、
慢
性
腰
痛（
３

か
月
以
上
）と
分
類
さ
れ
ま
す
。

　
原
因
別
で
は
、
５
つ
に
大
別
さ
れ

ま
す（
表
１
参
照
）。
特
に
、
原
因
が

明
ら
か
な
腰
痛
と
原
因
が
明
ら
か
で

な
い
非
特
異
的
腰
痛
の
分
類
が
重

要
で
す
。
原
因
が
明
ら
か
な
腰
痛
と

し
て
、
主
に
「
腫
瘍
」「
感
染
」「
外

傷
」
の
３
つ
が
重
要
で
す
が
、
神
経

症
状
を
伴
う
「
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ

ア
」「
腰よ

う
ぶ
せ
き
ち
ゅ
う
か
ん
き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

部
脊
柱
管
狭
窄
症
」「
腰

椎
す
べ
り
症
」な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

腰
痛
と
職
業
と
の
間
の
関
係

　
腰
痛
の
有
訴
率
は
職
業
に
よ
っ
て

違
い
が
あ
り
ま
す
。「
看
護
・
介
護
」

「
運
搬
・
清
掃
」
な
ど
、
持
ち
上
げ

動
作
や
前
屈
み
動
作
が
頻
繁
な
職

業
で
、
腰
部
へ
の
身
体
的
負
荷
が
大

き
い
作
業
は
、
腰
痛
発
症
の
危
険
因

子
で
す
。
一
方
、
職
場
で
の
心
理
社

会
的
因
子
は
、
腰
痛
の
発
症
と
そ
の

予
後
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
特
に
、

「
仕
事
に
対
す
る
満
足
度
」「
仕
事
の

単
純
さ
」「
職
場
で
の
人
間
関
係
」「
仕

事
量
の
多
さ
」「
精
神
的
ス
ト
レ
ス
」

「
仕
事
に
対
す
る
能
力
の
自
己
評
価
」

は
、
将
来
の
腰
痛
発
症
と
強
い
関
連

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
腰
痛
の
心
理
社
会
的
な
予

後
不
良
因
子
と
し
て
は
、「
仕
事

に
対
す
る
満
足
度
の
低
さ
」「
う

つ
状
態
」「
社
交
性
の
低
さ
」「
腰

痛
に
対
す
る
過
度
の
不
安
や
恐
れ

感
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

腰痛治療最前線
中間市立病院副院長

力丸 俊一 医師

わくわくおはなし会

●日 時　９月20日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせ、紙芝居など
●協 力　ほっとブックなかま

ヘンテコクレヨン
みやにしたつや・作・絵
ヘンテコなものばかりをつくってい
る、なぞのヘンテコかいじん。ヘ
ンテコな「ヘンテコクレヨン」でお
絵かきをすると…。

春の庭
柴崎友香・著
あの水色の家の中を覗いてみたい。ひとりの
女の好奇心が、なにげなく通り過ぎていた、
いつもの街に積もる時間と記憶の物語をひも
といていく。【第151回芥川賞受賞作品】

●�日 時　９月27日土・午前11時～午後
零時30分

※未就学児は保護者同伴。

中 間 市 民 図 書 館 だ よ り

上映会～ピーターパン～

●開館時間　午前９時30分～午後７時
●休 館 日　９月 16 日火、22 日月、
　24 日水、29 日月、10 月６日月、14 日火
●住 所　蓮花寺三丁目１- ２

☎（２４５）４６６４

図書館マスコットキャラクター
「よむむしくん」

中間市民図書館

●募集期間　９月 10 日水～
　23 日
●対 象　市内在住の小学生
●応募方法　 各小学校に提出
※１人１枚。用紙の大きさは自由。
●�応募作品　おもしろかった本

の印象や、感動を受けた場面
を絵にしたもの
●展 示　10 月 25 日土～
　11 月９日日
※参加者全員に参加賞、受賞者に
は賞状と図書カードを贈呈します。

読書感想画コンクール作品募集

祝

脊椎由来

腰椎椎間板ヘルニア、腰部脊
柱管狭窄症、腰椎分離すべり
症、腰椎変性すべり症、骨粗
鬆症、 骨軟化症、脊椎腫瘍（原
発性・転移性腫瘍など）、脊椎
感染症（化膿性・結核性脊椎炎
など）、脊椎外傷（椎体骨折な
ど）、筋・筋膜性腰痛、腰椎椎
間関節症

神経原性

腫瘍
性 馬尾腫瘍、脊髄腫瘍

神経
根性

後根神経節障害、神経
根嚢腫

内臓器性

消化
器

急性膵炎、膵臓癌、胃・
十二指腸潰瘍、肝炎 、
胆嚢炎、虫垂炎、消化
器穿孔

泌尿
器科

尿路結石、腎盂腎炎、
遊走腎

婦人
科

子宮内膜症、子宮・卵
巣腫瘍

血管性 解離性大動脈瘤、腹部大動脈
瘤、動脈硬化症

心因性 うつ病、心身症、神経症、統
合失調症

■腰痛の原因別分類（表１）
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夏
休
み
に
ど
う
き
ゅ
う
生
の
友

だ
ち
と
学
ど
う
に
い
っ
て
い
た
と

き
、
わ
た
し
が
、
だ
ん
の
あ
る
と

こ
ろ
で
つ
ま
ず
い
た
と
き
、
友
だ

ち
が
、「
大
じ
ょ
う
ぶ
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し

い
気
も
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
も
友
だ
ち
が
こ
ま
っ
た

と
き
、
や
さ
し
く
し
て
あ
げ
た
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
が
、
つ
ま
ず
い
た
と
き
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
た
ら
、

友
だ
ち
は
、
に
こ
っ
と
わ
ら
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
う
れ
し
い
気
も
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
友
だ
ち
と
う
ん
ど
う

じ
ょ
う
で
あ
そ
ん
で
い
た
と
き
、

そ
の
友
だ
ち
が
、
ブ
ラ
ン
コ
か
ら

お
ち
て
し
ま
い
、
足
か
ら
ち
が
出

て
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
学
ど
う
ま
で
つ
れ

て
い
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

学
ど
う
の
先
生
か
ら
バ
ン
ソ
ウ
コ

ウ
を
は
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
友
だ
ち
は
、
わ
た
し
に
、「
あ
り

が
と
う
。」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

心
が
す
っ
き
り
し
た
か
ん
じ
に

な
り
ま
し
た
。

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館２階）

悪質商法などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後４時
●問合先　消費生活センター☎（２４６）５１１０

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）
など児童に関する相談をお受けします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　こども未来課
　☎（２４６）３５１５

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

未成年者の非行などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）

あなたが納得のいく生き方ができるよ
うお手伝いします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前８時30

分〜午後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

補聴器相談
■場所 福祉支援課・ハピネスなかま

●�日時　毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時は福祉支援課（市役所１階）、午後２
時30分〜３時30分はハピネスなかま
●問合先　福祉支援課☎（２４６）６２８２

Free
Consultation

無料相談
コーナー

～気軽に利用してください～

人権標語
いじめは本当にやってない？　自分の心に　問いかけてみよう
 　　中間東中学校２年 中嶋　梨乃さん

きずつけた　きみのその手が　そのくちが
 　　中間中学校２年 本田　陽奈子さん

みんな友だち　みんなのえがお　たからもの
 　　中間東小学校４年 尼崎　真菜さん

平成 25 年度小・中学校人権作文から

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　10月８日水・午前10時〜午後
４時（受付は午後３時まで）
●問合先　安全安心まちづくり課
　☎（２４６）２０１７

行政相談
■場所 ハピネスなかま

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
●�日時　10月４日 土、17日 金・ 午 後３

時〜５時
●問合先　企画政策課☎（２４６）６２７１

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　10月４日土、17日金、23日木・
午後３時〜５時（前日まで窓口で予約受
付・受付時間は月曜日〜金曜日の午前
８時30分〜午後５時15分・定員６人）
●問合先　中間市社会福祉協議会
　☎（２４４）１２３０

私たちが感じた人権問題
「思いやりの心」
くぎみや ほのかさん
（中間北小学校３年）
平成25年度小・中学校人権作文から

男女共同参画・人権啓発の川柳を募集
　次のテーマで川柳を募集します。応募者
全員に参加賞を贈呈します。作品は未発表、
自作のものに限ります。
○�男女共同参画…すべての人が性別にとら
われず、自分らしく「きらり」と輝いて暮
らせる社会づくりへの、ユーモアあふれる
メッセージを詠んだもの
○�人権啓発…子ども、高齢者、障がいのあ
る人、外国人、同和問題、ＨＩＶ感染者な
どの人権問題に関するものや、「人と人と
のつながり」「命の大切さ」を詠んだもの
●�応募資格　市内に在住または通勤・通学
している人
●�応募方法　テーマと氏名、年齢、住所、
連絡先を記入のうえ、郵送またはＦＡＸ、
電子メールで申し込んでください
※学生は所属学校名（学年 ･組）も明記して
ください。
●応募締切　10月 31日金・必着
●応募・問合先　人権男女共同参画課
　（〒809‐ 0011岩瀬一丁目17‐１）
　☎（２４５）３５１１
　℻（２４５）３５１９
○メール…jinkendanjyo@city.nakama.lg.jp
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臨
時
福
祉
給
付
金
の

給
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

中
間
市
で
は
、
消
費
税
の
増
税

に
伴
っ
た
臨
時
福
祉
給
付
金
の
受

給
申
請
書
を
６
月
下
旬
に
対
象
者

と
思
わ
れ
る
人
に
送
付
し
て
い
ま

す
。
こ
の
給
付
金
は
、
申
請
期
限

の
平
成
26
年
12
月
26
日
を
過
ぎ
る

と
受
給
す
る
権
利
が
無
く
な
り
、

対
象
者
で
も
あ
っ
て
も
申
請
し
な

い
と
受
給
で
き
な
い
仕
組
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
し
た
人
か
ら
順
に
給
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　
臨
時
給
付
金
室

　
☎（
２
４
６
）６
１
８
０

市
有
地
を
売
却
し
て
い
ま
す

　

市
有
地
の
一
般
競
争
入
札
な
ど

に
よ
る
売
却
情
報
は
、
随
時
中
間

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

そ
の
ほ
か
の
市
有
地
の
売
買
に
関

す
る
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…

　

http://www.city.nakama.lg.jp/

●
問
合
先　
土
木
管
理
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
５
７

中
間
市
美
術
展
を
開
催

●
開
催
日
時　
11
月
１
日
土
～
３

日　
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
３
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

　

作
品
募
集

●
募
集
部
門　
絵
画
、
書
道
、
写

真
、
陶
芸
、
自
由

※
い
ず
れ
も
、
公
募
展
で
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
出
品
規
定（
一
人
２
点
以
内
）

〇
絵
画
…
日
本
画
、
洋
画（
水
彩
・

油
彩
・
パ
ス
テ
ル
）、
版
画
、

染
色
と
し
、
４
号
以
上
100
号
以

内
で
額
装
ま
た
は
軸
物

〇
書
道
…
縦
作
品
は
半
切
～
二
八

（
全
紙
可
）、
横
作
品
は
半
切（
全

紙
可
）、表
装（
書
き
下
ろ
し
不
可
）

〇
写
真
…
単
写
真
、
組
写
真
と
も

４
つ
切
り
以
上
で
枠
張
り

〇
陶
芸
…
縦
・
横
・
奥
行
と
も
に

50
㎝
以
内
、
重
量
は
10
㎏
以
内

〇
自
由
…
ち
ぎ
り
絵
、
押
し
花
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、
カ
リ

グ
ラ
フ
ィ
ー
と
し
、
４
号
以
上
100

号
以
内
で
額
装
ま
た
は
枠
張
り

●
応
募
資
格　
原
則
と
し
て
市
内

に
居
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
し
て

い
る
人
、
市
内
で
美
術
製
作
を
し

て
い
る
高
校
生
以
上
の
人

●
作
品
搬
入
受
付
期
間
・
場
所

　

10
月
20
日
月
、
21
日
火
・
午
前

９
時
～
午
後
７
時
・
な
か
ま
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル（
裏
側
搬
入
口
）

※
搬
入
期
間
を
過
ぎ
た
と
き
は
、

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
応
募
作

品
に
は
、
必
ず
吊つ

り
か
ん環
と
ヒ
モ
を
付

け
、
中
央
公
民
館
で
９
月
10
日
水

か
ら
配
布
す
る
出
品
票
を
添
え
て

く
だ
さ
い
。

●
作
品
搬
出
日
時　
11
月
４
日
火
・

午
前
９
時
～
午
後
６
時

●
問
合
先　
中
央
公
民
館

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

障
が
い
福
祉
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

中
間
市
で
は
、「
共
に
生
き
る

福
祉
の
ま
ち 

な
か
ま
」
を
基
本
理

念
と
し
、
自
分
ら
し
く
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
地
域
の
実
現
を
目
指

し
て
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
し
、

障
が
い
者
の
自
立
に
つ
な
が
る
施

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
27
年
度
を
初
年
度

と
す
る
中
間
市
第
４
期
障
害
福
祉

計
画
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
態
や
福
祉

に
関
す
る
意
識
・
意
向
な
ど
を
把

握
し
、
計
画
策
定
や
施
策
推
進
に

役
立
て
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
の
対
象

者
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
中
か

ら
無
作
為
に
抽
出
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
、

計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す

の
で
、
調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
、

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　
福
祉
支
援
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
８
２

第
６
期
中
間
市
高
齢
者
総
合
保
健

福
祉
計
画
作
成
検
討
委
員
会
を
開
催

　

第
６
期（
平
成
27
年
度
～
29
年

度
）の
中
間
市
高
齢
者
総
合
保
健

福
祉
計
画
の
計
画
素
案
な
ど
の
審

議
を
行
い
ま
す
。

●
日

時　
９
月
25
日
木
・
午

後
１
時
30
分
～

●
場

所　
市
役
所
別
館
３
階

特
別
会
議
室

●
注
意
事
項　
こ
の
委
員
会
は
原

則
公
開
で
、
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
傍
聴
者
多
数
の
場

合
、
傍
聴
席
の
定
数
の
都
合
上
、

お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

●
問
合
先　
介
護
保
険
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
８
３

身
体
障
が
い
者
（
児
）

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す

●
期

日　
９
月
30
日
火

●
場

所　
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
受
付
時
間　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
２
時

※
診
察
・
検
査
の
開
始
時
間
は
午

前
10
時
で
す
。

●
相
談
内
容　
肢
体
不
自
由
の
補

装
具
の
新
規
支
給
・
再
支
給
・

修
理
の
要
否
判
定
、
処
方
と
適

合
判
定

●
注
意
事
項

○
電
動
車
椅
子
、
重
度
障
が
い
者
用

意
思
伝
達
装
置
は
、相
談
の
み
で
、

判
定
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
座

位
保
持
装
置
、
車
椅
子
は
事
前
の

予
約
を
お
願
い
し
ま
す

○
眼
科
検
診
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

○
耳
鼻
咽
喉
科（
聴
覚
障
が
い
な

ど
）の
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
聴
力
検
査
や
耳
鼻
咽
喉
科

医
師
の
診
察
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
補
聴
器
の
補
装
具

費
の
支
給
・
再
支
給
・
修
理
の

要
否
判
定
は
行
い
ま
せ
ん

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断
書
の

作
成
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
最

寄
り
の
身
体
障
害
者
福
祉
法
の

指
定
医
師
に
作
成
し
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い

●
持
っ
て
く
る
も
の　
印
鑑
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
前
回
支
給
の

補
装
具（
補
装
具
再
支
給
の
場

合
）、
修
理
が
必
要
な
補
装
具

（
補
装
具
修
理
の
場
合
）

※
障
が
い
者
本
人
が
来
て
く
だ
さ

い
。
指
定
さ
れ
た
会
場
以
外
に
行

く
場
合
は
、
事
前
に
居
住
地
の
市

町
村
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
福
祉
支
援
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
８
２

身近な役立つ情報を
お届けします

Infomation

くらしの
情報

祝
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空
き
家
調
査
を
行
い
ま
す

　

中
間
市
で
は
、
市
内
の
空
き
家

を
有
効
活
用
し
、
移
住
・
定
住
の

促
進
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
住
宅
政
策

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
基
礎

資
料
を
作
成
す
る
た
め
、
市
内
に

あ
る
空
き
家
の
実
態
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
対
象　
市
内
全
域
の
空
き

家
と
想
定
さ
れ
る
戸
建
住
宅
な
ど

●
調
査
時
期　
10
月
～
11
月
末（
予
定
）

●
調
査
方
法　
空
き
家
と
想
定
さ

れ
る
建
物
に
つ
い
て
、
市
が
委

託
し
て
い
る
業
者
の
調
査
員
が

建
物
の
状
況
や
構
造
な
ど
を
外

観
調
査
に
よ
り
把
握
し
、
写
真

撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す

※
調
査
員
は
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。

●
問
合
先　
住
宅
都
市
交
通
対

策
課

　
☎（
２
４
６
）６
１
５
５

堀
川
い
っ
せ
い
清
掃
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

堀
川
ま
ち
お
こ
し
実
行
委
員
会

に
よ
る
堀
川
い
っ
せ
い
清
掃
を
行
い

ま
す
。
貴
重
な
歴
史
的
遺
産
で
あ

る
堀
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
み

な
さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
９
月
27
日
土
・
午

前
８
時
20
分
集
合

※
雨
天
の
と
き
は
中
止
し
ま
す
。

●
集
合
場
所　
中
間
唐
戸
前

※
集
合
し
た
後
、
２
班
に
分
か
れ

て
上
流
・
下
流
か
ら
清
掃
し
ま
す
。

●
終
了
予
定
時
刻　
午
前
10
時
30

分（
屋
島
公
園
で
解
散
）

※
作
業
に
必
要
な
手
袋
・
ゴ
ミ
袋

は
準
備
し
ま
す
。
汚
れ
て
も
良
い

服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
企
画
政
策
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
４

小
学
校
入
学
予
定
者
の

健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

　

来
年
４
月
に
小
学
校
入
学
予
定

の
児
童
を
対
象
に
、
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す
。
指
定
日
に
都
合
が

悪
い
場
合
は
他
校
区
の
実
施
日
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
児
童　
平
成
20
年
４
月
２

日
～
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
児
童

●
実
施
月
日
・
対
象
校
区

〇
10
月
９
日
木
…
底
井
野
小
学

校
、
中
間
東
小
学
校
、
中
間
北

小
学
校

〇
10
月
30
日
木
…
中
間
小
学
校
、

中
間
南
小
学
校
、
中
間
西
小
学
校

●
受
付
時
間　
午
後
１
時
～
１
時

30
分

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
診
断

通
知
書

※
各
自
宛
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、

届
い
て
い
な
い
場
合
や
内
容
に
誤
り

が
あ
る
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
接
種
済
み
の
予
防
接
種

を
母
子
手
帳
な
ど
で
確
認
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
ス
リ
ッ
パ
、
靴
袋
は

各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
学
校
教
育
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
２

男
女
共
同
参
画
講
座
を

開
催
し
ま
す

　
～
お
話
し
と
歌
で
語
る
～
「
生

き
て
さ
え
い
れ
ば
、
い
つ
か
笑
え

る
日
が
来
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

●
日

時　
９
月
27
日
土
・
午

前
10
時
～
正
午

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
講

師　
奥
田
知
志
さ
ん（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
抱ほ

う
ぼ
く樸
理
事
長
）と
生い

き
わ
ら笑

一
座

●
参
加
料　
無
料

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
９
月
18

日
木
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
［
☎

（
２
４
６
）１
６
１
１]

に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
人
権
男
女
共
同
参

画
課

　
☎（
２
４
５
）７
８
０
１

中
間
都
市
計
画
の
変
更
の

原
案
を
お
見
せ
し
ま
す

●
事
前
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
原
案

　
中
間
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更

　
（
土
手
ノ
内
地
区
調
整
池
計
画
）

●
閲
覧
期
間 

９
月
12
日
金
～
26
日

金
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

●
閲
覧
場
所　
下
水
道
課

　

公
聴
会

　

原
案
に
対
し
、
市
民
の
み
な
さ

ん
や
、
そ
の
ほ
か
利
害
関
係
者
の

意
見
を
聞
く
場
と
し
て
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す
。
公
述（
公
聴
会
で
意

見
を
述
べ
る
こ
と
）希
望
者
は
、
９

月
26
日
金（
必
着
）ま
で
に
公
述
申

出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
公
述
希
望
者
多
数
の
場
合
は

選
定
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

公
述
の
希
望
が
な
い
場
合
、
公
聴

会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

●
開
催
日　
９
月
30
日
火
・
午

後
７
時
～
午
後
９
時（
予
定
）

●
開
催
場
所　
市
役
所
別
館
地
下

会
議
室

●
問
合
先　
下
水
道
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
５
６

潜
在
看
護
師
復
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

●
対

象　
臨
床
復
帰
に
不
安

の
あ
る
未
就
業
の
看
護
師
、
准

看
護
師

●
期

日　
10
月
15
日
水
、
22

日
水
、
29
日
水
、 

11
月
５
日
水
、

12
日
水
、
19
日
水

●
時

間　
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分

●
場

所　

遠
賀
中
間
医
師

会
お
ん
が
病
院（
遠
賀
町
大
字

尾
崎
１
７
２
５
番
地
２
）、
遠

賀
中
間
医
師
会
お
か
が
き
病
院

（
岡
垣
町
手
野
145
）

●
内

容　
最
近
の
医
療
の
動

向
、
感
染
対
策
、
薬
剤
な
ど
の

講
義
、
技
術
演
習

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
締
切　
10
月
７
日
火　

●
問
合
先　
遠
賀
中
間
医
師
会

お
ん
が
病
院

　
☎（
２
８
１
）２
８
１
０

福
岡
県
民
手
帳
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す

　

福
岡
県
の
便
利
な
情
報
を
満
載

し
た
２
０
１
５
年
版
「
福
岡
県
民

手
帳
」
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

●
仕
様
・
価
格

○
ポ
ケ
ッ
ト
判（
黒
・
パ
ス
テ
ル

ピ
ン
ク
）・
400
円

○
標
準
判（
黒
・
茶
）・
500
円

○
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
判（
黒
）・
900
円

●
申
込
締
切　
10
月
２
日
木

●
申
込
・
問
合
先　
企
画
政
策
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
４

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

秋
募
集
説
明
会

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
秋
募
集

を
、
10
月
１
日
水
か
ら
11
月
４
日

火
ま
で
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…

　

http://w
w
w
.jica.go.jp

●
問
合
先　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク

北
九
州

　
☎（
６
４
３
）５
９
３
１



12広報なかま９月 10日号

遠賀川子どもふれあい講座が遠賀川流域
で行われました。これは、上流の遠賀川
源流点から下流の河口堰までを見学する
もので、遠賀川流域の小学校から児童約
50人が参加。中間市では、８月23日に
地域交流センターで、遠賀川の歴史につ
いて、中間市の学芸員による講義と展示
見学がありました。縄文時代からの遠賀
川の変遷を学び、先人の生活に遠賀川が
どのように関わってきたか、これからの
自分たちの生活にどのように活かしてい
くかを考えるいい機会になったようです。

遠賀川流域の小学生が集結
８月 23 日～ 25 日・平成 26 年度遠賀川子どもふれあい講座

フォトショット

まちのわだい

楽しいイベントや地域の話題などをお届けします

12広報なかま８月 10 日号

同和問題啓発強調月間のこの日、なかまハーモニーホー
ルで人権フェスティバルが開催されました。講演会や各
団体の発表など、市民参加型の取り組みとして実施され
たイベントに多くの来場者が会場を訪れました。

みんなで人権を守ろう
７月 25 日・第２回人権フェスティバル

中間高校演劇部のみ
なさんによる力のこ

も

った演技。

エステ実演を行う希望が丘高校のみなさん。エステを受けてリラックス。

人権講演で、相手のことを共感的に理解することの大
切さを訴える森田ゆりさん（エンパワメント・センタ
ー主宰）。

12広報なかま９月 10 日号



13 Nakama City Public Relations

まちのわだい

13 Nakama City Public Relations

中央公民館で「第22回中間市少年の主張大会」が開催
され、12人の中学生が日常生活で感じたことや社会が
抱える問題などを自分自身の言葉で主張しました。福
岡県の書類選考の結果、田原舞友花さん、嬉里樹さん
が奨励賞を受賞し、大塚優奈さんと水摩祐香さんが福
岡県大会への推薦を受けました。大塚さんと水摩さん
は８月23日に苅田町で開催された福岡県大会に出場
し、優秀賞を受賞しました。

聞いてください！私たちの主張
７月５日・中間市少年の主張大会

学校名 氏名 学年 題名

中間中

嬉　里　　　樹 ３年 前に進もう！

中　山　優　希 ３年 人は、変われる！

吉　田　亜　美 ３年 私の夢

中間北中

内　田　　　梓 ３年 感謝の気持ち

森　永　穂乃香 ３年 幸せへのスタートとゴールへの道

松　枝　朱李梨 ３年 姉の気持ち

中間東中

蛙　田　朱　音 ３年 幸せを届ける

永　田　優　花 ３年 歴史から学んだ大切な事

宇　藤　美　月 ３年 家族

中間南中

大　塚　優　奈 ３年 ステキな大人になるために

水　摩　祐　香 ３年 人と心からのつながりを

田　原　舞友花 ３年 学習したことを活かしていますか？

平成 26 年度少年の主張大会発表者

中央公民館主催の夏休み親子ふれあい教室が、７月～８
月にかけて行われました。この教室では、さまざまな体
験にチャレンジ。参加した子どもたちにとって、夏休み
の良い思い出になったのではないでしょうか。

夏休みの思い出づくり
夏休み親子ふれあい教室

「子ども探検隊」で門司税関を見学。監視艇内の見学や
取締機器の使用体験、麻薬探知犬のデモンストレーシ
ョンなど税関の仕事を学びました。

「親子陶芸教室」では、埴輪や風鈴などを手作り。出来栄えはどうでしたか。

13 Nakama City Public Relations

慣れない手つきで一
生懸命作った「子ど

も料

理教室」。自分たち
の手作りの味は格別

。

福岡県大会で優秀賞を受賞し
た大塚優奈さん（写真左）と
水摩祐香さん（写真右）



14

中
間
市
謡
曲
連
盟

謡
曲
・
仕
舞
・
狂
言
の「
秋
の
会
」を
開
催

　
「
観
世
流
」「
喜
多
流
」「
宝
生
流
」「
大

蔵
流
」
の
各
流
合
同
で
の
発
表
会
で
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　
９
月
28
日
日
・
午
前
10

時
～
午
後
４
時

●
場

所　
池
田
町
公
民
館

●
問
合
先　
中
間
市
謡
曲
連
盟
理
事

長
・
勝
原
宅

　
☎（
２
４
５
）１
５
３
１

ボ
ウ
リ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り

体
験
教
室
を
開
催

　

健
康
増
進
と
仲
間
づ
く
り
に
ボ
ウ
リ

ン
グ
は
最
適
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
初
心

者
の
み
な
さ
ん
に
も
親
切
丁
寧
に
レ
ッ

ス
ン
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

●
開
始
日（
全
６
週
間
）

○
10
月
７
日
火
・
午
前
10
時
30
分
～

○
10
月
７
日
火
・
午
後
１
時
30
分
～

○
10
月
８
日
水
・
午
後
１
時
30
分
～

○
10
月
９
日
木
・
午
前
10
時
30
分
～

○
10
月
10
日
金
・
午
前
10
時
30
分
～

○
10
月
10
日
金
・
午
後
１
時
30
分
～

※
す
べ
て
の
コ
ー
ス
と
も
、
開
始
日
か

ら
連
続
し
て
６
週
間
開
催
し
ま
す
。

●
場

所　

ス
ポ
ル
ト
な
か
ま（
シ

ョ
ッ
パ
ー
ズ
モ
ー
ル
な
か
ま
内
）

●
内

容　
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
基
礎
知

識
、
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
の
狙
い
方

●
定

員　
各
コ
ー
ス
20
人（
先
着
順
）

●
参
加
料　
全
６
週
間
で
１
、０
０
０
円

●
申
込
締
切　
10
月
６
日
月

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　
ス
ポ
ル
ト
な
か
ま

　
☎（
２
４
３
）６
３
３
０

中
間
市
囲
碁
ま
つ
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
み
ん
な
で
囲
碁
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
日

時　
10
月
13
日　
・
午
前
10

時
～
（
受
付
は
９
時
～
）

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル

●
対
局
方
法　
①
高
位
戦
②
段
位
戦
③

大
人
の
級
位
戦
④
小
学
生
級
位
戦

※
①
～
③
は
４
回
戦
全
勝
者
か
ら
ス
イ

ス
方
式
で
上
位
２
人
で
優
勝
決
定
戦
。

④
は
１
級
か
ら
20
級
ま
で
２
パ
ー
ト
に

分
け
て
対
局
。

●
参
加
料

○
段
の
部
…
３
、０
０
０
円

○
級
の
部
…
２
、０
０
０
円（
小
学
生
は

　
１
、０
０
０
円
）

●
問
合
先　
田
代
携
帯

　
☎
０
９
０（
２
３
９
４
）１
９
３
４ 中間市公式キャラクター

「なかっぱ」

が
家 のわ

すこやか
ちゃん
すこやか
ちゃん

このページは、みなさんで作るコー
ナーだぬん。イラストやエッセイ、
お知らせなど待ってるぬん。「すこや
かちゃん」「文芸歳時記」も応募して
ほしいぬん。
●�応募・問合先　企画政策課広報広聴係
（809‐8501�中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271

いつも元気いっぱい、力の限り
全力で遊ぶ悠くん。このまま、
すこやかに大きくなってね。

H25. １.19 生
（通谷四丁目）

西
にしたに

谷 悠
ゆ う き

喜ちゃん

生まれてきてくれてありがと
う。これからも元気にすくすく
育ってね。

H25. １.21 生
（浄花町）

上
う え だ

田 悠
ゆ う ま

真ちゃん

祝

14広報なかま９月 10 日号
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少
し
古
く
な
っ
て
黒
ず
ん
だ
バ
ナ
ナ
の
方
が
、
免
疫
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
。

知
っ
て
て
損
は
な
い

豆
知
識

杖
の
歩
を
気
遣
ひ
く
る
る
月
見
草

　
　
　

扇
ヶ
浦
一
丁
目	

中　

村　

冨
美
江

雨
上
り
茅
の
輪
に
列
の
続
き
け
り

　
　
　

上
底
井
野	

島　

津　

貞　

子

葉
柳
や
豪
商
し
の
ぶ
海
鼠
壁

　
　
　

小
田
ヶ
浦
一
丁
目	

広　

松　

律　

子

角
崩
す
箸
そ
つ
と
入
れ
冷
奴

　
　
　

中
鶴
一
丁
目	

平　

野　

静　

子

黒
光
り
す
る
締
込
み
の
山
笠
を
舁
く

　
　
　

桜
台
二
丁
目	

篠　

原　

正　

章

末
永 

あ
つ
し 

選

俳 

句

古
里
の
水
の
囁
き
母
の
声

　
　
　

中
間
三
丁
目	

花　

川　

民　

子

久
々
の
旅
で
ほ
の
ぼ
の
若
返
り

　
　
　

東
中
間
二
丁
目	
野　

田　

時　

枝

浅
は
か
で
吐
い
た
言
葉
が
戻
せ
な
い

　
　
　

蓮
花
寺
三
丁
目	

大　

村　

ふ
み
こ

プ
ラ
イ
ド
も
変
に
高
い
と
嫌
わ
れ
る

　
　
　

中
間
三
丁
目	

宮　

川　

佳　

子

雑
草
に
ご
め
ん
ご
め
ん
と
抜
い
て
い
る

　
　
　

朝
霧
一
丁
目	

前　

田　

弘　

子

吉
富 

廣 

選

川 
柳

水
面
に
風
は
さ
ら
り
と
吹
き
抜
け
て
稲
田
の
緑
さ
わ
や
か
に
揺
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
賀
三
丁
目	

日　

野　

康　

子

梅
雨
さ
中
と
き
お
り
雨
は
降
り
頻
り
暑
き
日
射
し
を
和
ら
げ
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
谷
一
丁
目	

戸　

田　

恵
美
子

和
の
心
宇そ

ら宙
の
な
か
で
も
保
ち
つ
つ
地
球
に
若
田
飛
行
士
か
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
谷
一
丁
目	

宮　

崎　

弥　

生

木
漏
れ
日
に
新
緑
映
し
冴
え
渡
る
風
に
揺
ら
め
く
池
の
水
面
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
ヶ
岡	

金　

子　

純　

子

久
子
さ
ま
私
も
心
に
刻
み
た
い
感
謝
の
気
持
ち
奉
仕
の
こ
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鍋
山
町	

柴　

田　

キ
ヌ
子

中
間
市
短
歌
会

短 

歌

文芸歳時記 第
６
回
糖
尿
病
市
民
公
開
講
座

●
日

時　
９
月
27
日
土
・
午
後
１

時
～
４
時

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル

●
内

容　

講
演
、
身
長
・
体
重
・

血
糖
・
体
脂
肪
測
定
、
減
塩
参
考
の

た
め
の
塩
味
検
査
な
ど

●
講
演
テ
ー
マ
・
講
師

○「
笑
っ
て
健
康
！
楽
し
い
笑
い
ヨ
ガ
」・

や
ま
も
と
じ
ゅ
ん
こ
さ
ん（
福
岡
笑
い

ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
）

○
「
老
い
な
い
た
め
の
食
養
生
」・
山
岸

昌
一
さ
ん（
久
留
米
大
学
糖
尿
病
性
血

管
合
併
症
病
態
・
治
療
学
講
座
教
授
）

●
参
加
料　
無
料

●
問
合
先　
山
名
眼
科
医
院

　
☎（
２
４
６
）２
３
４
５

も
や
い
フ
ェ
ス
タ
26

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
楽
し
も
う

　

中
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

「
も
や
い
の
会
」
の
活
動
を
紹
介
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け

て
、楽
し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
10
月
４
日
土
・
午
前
10

時
～
午
後
２
時

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
内

容　
グ
ル
ー
プ
紹
介
パ
ネ
ル

展
示
、
伝
統
芸
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
パ
ン
・
野
菜
な

ど
の
販
売

●
参
加
料　
無
料

※
さ
さ
や
か
な
お
土
産
も
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先　
中
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会 

藤
澤
宅

　
☎（
２
４
６
）２
６
８
５

西
日
本
陶
磁
器
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
し
ま
す

　

国
内
主
要
産
地
の
窯
元
が
展
示
・
即

売
を
行
う
国
内
最
古
の
歴
史
を
誇
る
陶

磁
器
展
示
即
売
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期

日　
９
月
19
日
金
～
23
日

●
時

間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

30
分（
23
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

●
場

所　
西
日
本
総
合
展
示
場
新

館（
小
倉
北
区
浅
野
三
丁
目
８
‐
１
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
公
益
財
団
法
人
西
日
本

産
業
貿
易
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

　

☎（
５
１
１
）６
８
０
０
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▶先日参列した後輩の披露宴での親族代表の方のあいさつに感動しました。
カメラを抱えながら自然と込み上げるものが…。ああいう人の心を揺さぶる
言葉を、泰然と書けるようになりたいものです。（講）
▶最近めっきり涼しくなりました。暑さが苦手な私にとってはありがたいこ
とですが、気候の変化に順応できないため例年体調を崩しがち…。今年は
さらに気を引き締めて、体調管理を徹底しながら９月からも頑張ります。（謙）

編集後記

８月16日、市役所前河川敷で行われた筑前中間川まつり
の花火大会。前日に雨が降り開催が心配されましたが、こ
の日は予定通り約5,000発の花火が夜空を彩りました。写
真は打ち上げ花火最後の様子。打ち上げが終わると、会
場からは盛大な拍手が送られました。

今月の表紙

■撮影データ
　レンズ24 〜 105㎜　２秒　F8.0　ISO100

祝
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■
発

行
　

福
岡

県
中

間
市

役
所

〒
809‐

8501 福
岡

県
中

間
市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

編
集

　
企

画
政

策
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報

な
か

ま
平

成
26

年
９

月
10

日
号

No.970

■
今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

19円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

中
間
市
歴
史
の
旅

新
知
故
温

有
料
広
告
欄

其
の
三
十
「
遠
賀
川
水
源
地
に
設
置
さ
れ
た
ボ
イ
ラ
ー
」

～
蒸
気
を
動
力
源
と
し
た
時
代
～

　

明
治
時
代
、
海
外
の
技
術
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
た
日
本
は
、
急
速
に

近
代
化
が
進
み
、
工
業
が
飛
躍
的
に

発
達
し
ま
す
。
こ
の
工
業
発
達
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
動
力

源
と
し
て
の
ボ
イ
ラ
ー
（
汽き

か

ん罐
）で

し
た
。

　

ボ
イ
ラ
ー
は
燃
料
を
燃
や
し
て
水

を
温
め
、
水
蒸
気
に
換
え
る
設
備
で

す
。
現
在
も
火
力
発
電
所
な
ど
で
使

用
さ
れ
て
い
る
設
備
で
す
が
、
明
治

時
代
の
動
力
源
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の

ボ
イ
ラ
ー
で
し
た
。

　

遠
賀
川
水
源
地
に
も
ポ
ン
プ
エ
ン

ジ
ン
を
動
か
す
動
力
源
と
し
て
ボ
イ

ラ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ボ
イ

ラ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
「
バ
ブ
コ
ッ

ク
＆
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
社
」（
以
下

Ｂ
＆
Ｗ
社
）の
も
の
で
、
ロ
ン
ド
ン

の
会
社
を
経
由
し
て
遠
賀
川
水
源
地

に
納
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｂ
＆
Ｗ
社
の
ボ
イ
ラ
ー
は
、
安
全

性
や
耐
久
性
が
高
く
、
熱
効
率
が
良

い
う
え
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
明
治
時
代
末
ご

ろ
の
日
本
に
設
置
さ
れ
た
ボ
イ
ラ
ー

は
、
ほ
と
ん
ど
Ｂ
＆
Ｗ
社
の
も
の
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を

誇
っ
て
い
ま
し
た
。

　

遠
賀
川
水
源
地
の
ボ
イ
ラ
ー
は
ス

ト
ー
カ
式
で
「
当
時
と
し
て
は
近
代

的
な
最
新
鋭
」
の
も
の
と
『
八
幡
製

鐵
所
土
木
誌
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
最
良
の
も
の
が
選
定
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

八幡製鐵所遠賀川水源地汽罐室（絵はがき）


